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図 20　土壙墓下で検出された焼けた石灰岩礫 図 21　土壙墓下の石灰岩礫除去後の木炭層検出状況
図 22　人骨の上半身拡大（〇：胸椎，左上腕骨）















高 6.6cm，口径 16.1cm，底径 5.1cmを計る．外面には，蓮
弁文が観察でき，蓮弁文の中心に弱く鎬が表現される（図
25）．高台部畳付けおよびその内部は露胎であり，底部の
厚さは 1.6cmほどで厚みがある．文様や釉調から，輸入陶
磁器の龍泉窯系椀であり，わずかに外反する口縁部や厚い
底部，高台の形状などから，太宰府編年のⅡ b類，13世
紀前半に相当すると考えられる（山本 2000）．
４（３）第 3トレンチ（図 26・27）
　洞窟入口での埋葬遺構の存在を探るため，第 3トレンチ
を東西方向に 2ｍ× 1ｍ設定し掘削を行った．表土層より
近現代の鉄釘など遺物がわずかに出土するのみで，粘土質
の均質な層が続き，第 3トレンチから埋葬など遺構の存在
は確認できなかった．
５．調査の成果と今後の課題
　長石の辻遺跡は，鍾乳洞の入口近くの岩陰を利用する稀
有な立地を示す墓の事例であり，葬送における鍾乳洞や岩
陰利用の意味を考える上で，多くの示唆を与える遺跡であ
る．また青磁椀の副葬品から，埋葬の年代を具体的に把握
することが可能であることも特筆される．鹿児島県の中世
の墓に関する調査は各地で蓄積されており，多様な形態の
墓が報告されているが（中村 2004；上床 2004），本調査に
おいて中世墓の重要な事例を加えることができたと考え
る．
　長石の辻遺跡の葬送に関して，再葬が行われた可能性を
指摘したが，琉球列島では縄文時代併行期から古代まで，
1度埋葬された遺体の骨を別の場所などに再び埋葬する習
慣（再葬）があった．近年，喜界島で行われた手久津久地
区の中世埋葬址の発掘調査でも，長石の辻遺跡と同じよう
な埋葬後の人骨移動（一旦埋葬した遺体の人骨を掘り返し，
一部の骨を移動させる例）も多数確認されている．近世か
ら近代になると，喜界島でもムヤへの洗骨改葬が行われる
ようになる．
　先史時代から再葬の習慣があった奄美・沖縄ではあるが，
この習慣は連綿と中世まで続いたのであろうか．中世で 1
度埋葬された遺体の骨を，別の場所などに再び埋葬する習
図 26　第３トレンチ設定状況
図 27　第３トレンチ土層状況
図 25　副葬品　青磁椀実測図（S=1/3）
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慣（再葬）が確認される喜界島であるが，近世の石灰岩崖
下を利用したムヤへの洗骨改葬の風習へと繋がっていった
のであろうか．これを言い換えれば，今回の長石の辻遺跡
の中世墓の人骨移動の事例は，先史時代以来の再葬の慣習
に基づくものなのか，中世末からの石灰岩崖下のムヤへの
洗骨改葬の先駆けとなる事例なのかということになる．今
後も関連する事例の調査を蓄積させ，琉球列島の葬送儀礼
に関する研究を続けたい．
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